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令和 4 年度第 6回廿日市市廃棄物減量等推進審議会 議事録 

 

開催日時：令和 4 年 12 月 9 日（金）17：00～ 

開催場所：はつかいちエネルギークリーンセンター大会議室 

 

１ 開会 

 

２ 前回議事録の確認 

 前回議事録について全委員にご確認いただいた。 

 【決定事項】 

 議事録は、各委員の確認後、廿日市市ホームページに掲載する。 

 

３ 審議会のスケジュールについて 

審議会のスケジュールについて全委員にご確認いただいた。 

 【決定事項】 

 本日の審議を経て、令和 5 年 1月にパブリックコメントを行う予定である。また、最後の

審議会は令和 5年 3 月ごろの開催を予定している。 

 

４ 審議 １）第 3 次廿日市市一般廃棄物処理基本計画（素案）について 

【質問・回答等】 

委員  ：計画の構成等について、ごみと生活排水で構成及び表現は可能な限り統一するほう

が良いのではないか。 

事務局 ：可能な限り統一する。 

委員  ：基本理念について、ここで示される基本理念はごみと生活排水共通のものと考える

が、現在の表現ではごみ処理基本計画の基本理念に見える。生活排水との関連性を

追記し、共通の基本理念であることがわかりやすくなるように配慮いただきたい。 

事務局 ：表現を修正する。 

委員  ：はつかいちエネルギークリーンセンターの概要について、現在はつかいちエネルギ

ークリーンセンターは広島ガスに温水を供給し熱利用を行っていることを記載し

てはどうか。また、発電等についてはフローを示すとわかりやすいと思う。 

事務局 ：ここではあくまでも施設の概要のみの記載としたい。そのため、熱利用については

発電設備に関する記載にとどめている。フローについては一度検討する。 

委員  ：ごみの分別区分について、市が収集しないごみとして事業系ごみとあるが、この趣

旨を説明いただきたい。 

事務局 ：家庭系ごみとは異なり、町内会等で決められている集積所に出すことはできないこ

とを示している。 

委員  ：ごみ処理基本計画中の計画目標で将来推計人口について記載されているが、人口は

生活排水処理計画でも関連があるため記載する箇所を工夫してはどうか。 

事務局 ：検討する。 
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委員  ：施策の中で、プラスチックごみに関する施策が複数見受けられる。これらの施策は

複数の施策に分けるよりも一つにしたほうがわかりやすいのではないか。 

事務局 ：プラスチックごみについてはリデュース、リサイクル及びリニューアブルそれぞれ

に関連する施策があり、目的が異なるものである。そのため現状の整理としたい。 

委員  ：下水道の接続に係る補助金や合併処理浄化槽の整備に係る補助金はあるか。ある場

合は、市民が認識していないことが考えられるため、今後はこれまで以上に周知を

図ってほしい。 

事務局 ：それぞれ下水道接続促進補助制度、合併処理浄化槽設置整備補助事業がある。周知

に関しては了解。 

委員  ：他都市では下水道のリンを活用していることを聞いているが現時点でなにか取り組

まれているか。また、本計画では生活排水のうち、下水道に関して循環型社会形成

に関する施策はあるか。 

事務局 ：現在下水汚泥は肥料化を行っている。また、下水道に関しては産業廃棄物にあたる

ため本計画では基本的に盛り込むことは考えていないが一度検討する。 

 

【意見】 

委員  ：計画目標について、『ごみ総排出量原単位』及び『家庭系ごみ排出量原単位』にお

ける直近の実績から目標数値の削減量（80g/人日）の目安として、5 枚切り食パン

1 枚分、ヨーグルト 1個分との記載があるが、食品以外の例も示してはどうか。ま

た、目標の記載方法（表現）は、読みやすいように配慮いただきたい。 

委員  ：食品ロスの低減のためにも消費期限と賞味期限の意味を正確に市民が理解できるよ

うにし、商品には賞味期限及び消費期限を記載するようにしてほしい。 

 

５ その他 

 

６ 閉会 

 

以上 


